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7	かわいい画像を
	 見たときの生体反応

かわいい画像を見たとき

　感性工学の分野では，かわいい人工物の系統的研
究が行われている．その主な方法が，アンケート評
価と生体信号による評価である．これらの研究では，

「かわいい」と感じる属性（色，形，大きさ，テク
スチャ，動きなど）に一般的な傾向があることと，「か
わいい」という感性は主観的なものであるため，対
象によっては個々人の評価が異なることも示されて
きた．生体信号による評価では，実験協力者が「か
わいい」と感じる属性（色や大きさなど）を提示さ
れたとき，あるいは「かわいい」と感じる人工物を
見たときに，快適感やわくわく感などを反映して生
体信号（心拍数，皮膚電気反射，呼吸，脳波など）
が変化することが明らかになってきた 1）．生体信
号による評価は，個々人の感性価値に合わせた「か
わいい」を評価する方法になり得る．
　ところで，私たちの日常生活において，子供やペッ
トの顔，散歩をして見える景色など，目に見えるも
のにかわいさを感じ，写真に収めることがある．また，
インターネットなどから画像を検索する機会も多く
ある．このような写真や画像を見るという行為にお
いて，私たちは主観的な感性価値に基づく強い嗜好
を持っている．本稿では，個々人の感性価値が支配
的になる画像を見る行為において，かわいいと感じ
ることを反映して生じる生体反応を，心拍数，脳波
の生体信号測定により評価することについて概説す
る．また，感性駆動カメラへの応用についても述べる．
　図 -1は，かわいい画像を見たときの生理反応で
ある．画像を見て「かわいい」と感じるためには，
脳の新皮質で上述した複数の属性が分析，評価され

る必要がある．それらの属性評価は再度「かわいい」
という感性価値として統合され，我々の主観を形成
する．大脳辺縁系で情動的な反応が生じ，自律神経
系を介して心拍数が変調される．脳の広範囲の部位
が関与していると考えられ，心拍数は脳反応を反映
して変動する．

かわいい画像を見たときに生じる	

心拍数の変化

　心臓の拍動の変化は，心拍数や血圧，脈波とし
て測定される．心拍数（Heart Rate；HR）とは心
臓が鼓動する速さで，1 分あたりの脈拍数で定義
され，安静時の健康成人で毎分 60 ～ 70 拍程度で
ある．心拍数を変動させる生理学的要因には，年
齢，性差，姿勢，運動，日内活動，精神的活動，薬
物，気温などがあり，心拍数からこれら心身の活動
を理解することが可能である．心臓は洞房結節で最
初の電気的興奮が発生し，時間的な遅れを伴いなが
ら特殊な筋肉組織を通じて心臓各部にこの興奮が伝
えられ，心筋の収縮を起こす．この電気的興奮が伝
わる状況を体表面に装着した電極により記録したも

図 -1　かわいい画像を見たとき
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のが心電図である．図 -2は，典型的な心電図の棘波
を示したもので，横軸は時間［秒］，縦軸は左上胸部
に水平に貼った二電極間の電位差［mV］ である．各
棘波は P ～ U 波まで名称が付けられている．心電
図の棘波で最も波高の高いものが R 波といわれる． 
2 つの R 波間を R-R 間隔と称し，この間隔を 1 分間
当たりの心拍数に換算したものを瞬時心拍数という．
　先行研究では，オブジェクトを「かわいい」と評
価した場合は心拍数が有意に高くなることが明らか
になっている 1）．そこで筆者らは，画像を見ると
いう行為においても同様な結果が得られるかどうか
を，実験により検証した．まず，「かわいい」とい
う感性は個々人で感性価値が異なるという仮説のも
と，一般的にかわいいと評価がされやすいものを対
象にした刺激と，実験協力者本人がかわいいと感じ
る刺激をそれぞれ用いることで，両者の結果の差を
比較検証した 2）．かわいいオブジェクトを評価した
ときと同様に，かわいい画像を見たときに心拍数が
上昇する傾向が示唆された．さらに，心拍数上昇は
実験者が選定した「かわいい」，「かわいくない」画
像を見るときよりも，実験協力者自身で選定した「か
わいい」「かわいくない」画像を見るときにより顕
著になると推測された．個々人の感性価値が支配的
となる写真や動画の画像を見るという行為における
感性の実験研究においては，実験協力者自身が選択
した写真を使用することが重要であると考えられる．
　次に筆者らは，かわいさの種類に注目し，「かわ
いい」を，それを受ける人間の感情の興奮と鎮静を
軸に，「ドキドキするかわいさ」と「癒されるかわ

いさ」に分類し，この 2 つの「かわいい」について，
実験協力者自身が選定した画像を用いて心拍変化を
測定し，かわいさの種類の違いによっても変化が現
れるかを検証した 3）．刺激となる画像は実験協力
者がインターネットなどから選定した「かわいい（ド
キドキする）」「かわいい（癒される）」「興味がない」
と思う静止画各 1 枚である．「かわいい（ドキドキ）」
画像には主に人物や動物の写真，「かわいい（癒し）」
画像には主に動物の写真，「興味がない」画像には
主にオブジェクトや景色の写真が選ばれた．興味が
ない画像よりもドキドキする画像を見たときの方が，
心拍数が有意に上昇することが分かった．しかし，

「かわいい（癒し）」画像では有意差が認められなか
った．これは，癒し画像を見ることによるリラック
ス効果により心拍数の上昇が抑えられていると考え
られる．以上より，同じ「かわいい」と感じる画像
の中でも，その感じ方によって生体信号の反応にも
差が生じる可能性が示唆された．

かわいい画像を見たときに	

生じる事象関連電位

　ヒトの頭皮上に電極を置き生体アンプで増幅する
と，0.5 ～ 100Hz の周波数成分を含む数十μ V の
電位変動が得られる．これが脳波である．脳波は年
齢，意識レベル，物理刺激，感覚刺激，その他血糖
値などのさまざまな活動因子によって影響される．
脳波は 1/f ゆらぎを持つ不規則な信号であり，周波
数成分は，その帯域からδ波（0.5 ～ 4Hz），θ波（4
～ 8Hz），α波（8 ～ 13Hz），β波（13 ～ 30Hz），
γ波（30Hz ～）に分類される．生理的状態や精神
活動によって各帯域が変動することが知られている．
　脳が，外界からのさまざまな刺激を知覚し，認知
処理を行うときに，これらの脳活動を反映した過渡
的な反応が脳波に現れる．これらは事象関連電位と
呼ばれる刺激の後にある潜時をおいて現れる数～
20 μ V 程度のきわめて小さい電位変動である．認
知や判断，注意，言語処理といった脳の高次機能も
反映した反応が観測されることが発見されてきた．
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図 -2　心電図の棘波
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事象関連電位はきわめて微弱な信号であり，脳波の
1/f ゆらぎに埋もれている．このため，複数回の測
定をし，刺激提示のオンセットで並べ，加算平均し
て，刺激提示とは無関係のゆらぎをキャンセルアウ
トすると，事象関連電位の波形が観測される．　
　なお，事象関連電位の測定は，体動によって生じ
る筋電位や，眼球運動や瞬きによって生じる眼電位
などのアーチファクトと呼ばれる雑音信号によって
妨害されることが多い．このため，実験協力者に身
体の力を抜き，故意に体を動かさないようにさせ，
測定中に注視点を注視させることで眼電位を極力生
じないようにして測定し，それでもアーチファクト
がのったデータは削除か補正をする．
　筆者らは，かわいい画像を見たときと興味がない
画像を見たときの感情的な反応の違いを反映する
と考えられる事象関連電位を測定した 4）．実験協
力者に「かわいい」画像と「興味がない」画像を 
5 枚ずつインターネットなどから選ばせ，これらの
画像を小ブロックに分割しランダムにシャッフルし
た「シャッフル」画像を多数用意した．「シャッフル」
画像を高頻度で，「かわいい」画像と「興味がない」
画像を低頻度で提示したときの脳波を測定し，画像
条件ごとに事象関連電位を測定した．「かわいい」
画像には主に動物や人物の画像が選ばれ，「興味が
ない」画像には主に建物や家具，風景などの写真が
選ばれた．図 -3は，観測された事象関連電位を示
したもので，横軸は時間［ミリ秒］であり，0 ミリ
秒は刺激提示のオンセットを示す．縦軸は，耳介の
後ろ（乳様突起）と頭部（前頭部，中心部，頭頂部
など）に貼った二電極間の電位差［ μV］を，複数
回の測定で加算平均して求めた事象関連電位の振幅
を示す．「かわいい」画像と「興味がない」画像を
見たときは，画像提示から約 300 ミリ秒後に陽性
電位が観測された．これは，いわゆる P300 と呼
ばれる低頻度刺激の知覚を反映した事象関連電位で
あると考えられる．さらに，「かわいい」画像と「興
味がない」画像を見たときを比較すると，「かわいい」
画像では画像提示から 300 ～ 400 ミリ秒以降によ
り陽性の電位が生じる傾向が，前頭部から頭頂部に

かけて観測された．事象関連電位の研究では，感情
を喚起する刺激により LPC（Late Positive Com-
plex）と呼ばれる陽性電位が生じることが議論され
ている．筆者らの実験においても，画像を見るとい
う行為において，「かわいい」と感じたことを反映
した事象関連電位が観測されたと考えられる．

感性駆動カメラへの応用	

　上述した著者らの研究では，画像を見るという行
為において「かわいい」と感じたときの心拍数およ
び脳波の波形の変化が観測された．本実験で用いた
画像は実験的に統制されたものではなく，より私た
ちが普段の生活で見たものを切り取った形に近いと
いえる．このような条件においても「かわいい」に
対する反応が得られたことは，より自然な状態でも
生体反応により「かわいい」に関する感性を検出で
きる可能性があり，今後の工学的応用に発展できる
ことが期待される．
　筆者らは，その 1 つとして「かわいい」で駆動
するカメラの現実的な実装を提案している 5）．上述
した「かわいい画像」を見たときの事象関連電位を
検出して，シャッターを駆動させる，ブレイン - コ
ンピュータ・インタフェース技術である．前述した
ように標準的な事象関連電位の測定では，複数試行
の測定や，アーチファクト対策が重要となる．近年
のブレイン - コンピュータ・インタフェース技術の
研究では，単一試行測定での事象関連電位の検出手
法やアーチファクト補正手法が研究されており，こ
れらの手法を併用することで感性駆動カメラが実現
すると考えられる．
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図 -3　事象関連電位
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